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＜連絡事項＞

· 駒木　学様～本日午前１０時、療養環境変更の為、北病棟へ転出となってい　　　　　　ます。

· 小豆畑　祐介様～本日１４時、療養環境変更の為、西Bユニット転入となって　　　　　　　　います。

· 伊藤　義彦様～本人様より「今日、タオルで首を絞めました。自分で絞めて　　　　　　　は死ねないから吊る場所ないですかね。生きていてもしょう　　　　　　　がない」と自殺行為があった事、希死的発言強い事から、本　　　　　　　日、１２時３０分東Ａユニットへ転出となっています。

· 本田　富美様～午前のプログラム中に気分が悪くなり自室に戻ろうと立ち上　　　　　　　がった際にサンルーム内で転倒。やや顔色、口唇色不良見ら　　　　　　　れていましたが外傷やバイタル以上はありませんでした。午　　　　　　　後の作業は「気分が悪いとの訴えあり」顔出しのみ行ってい　　　　　　　ます。ウォ―キングをするときは無理をせず、疲労感を感じ　　　　　　　る場合は中止するよう声を掛けましょう。

· 杉沢　恵子様～製氷皿を破損。本人様負担で弁償となります。通帳からの引　　　　　　　き落としとなる事を御家族へ連絡しましょう。担当のスタッ　　　　　　　フに連絡をお願いします。（担当　藤原さん）

· 種市　久子様～６/９（金）午前９時から午後１４時まで外出予定となってい　　　　　　　ます。外出目的は夏物の衣類を家に取りに行きたいとの事。　　　　　　　本人様、ご家族（両親、弟）と不仲である事に不安がある様　　　　　　　子です。外出の際は自傷行為がないように声を掛け、辛くな　　　　　　　った場合はいつでも帰院出来る事を伝えましょう。弟様へは　　　　　　　外出許可となった事を電話連絡しています。

※頭痛にヨウフェナック、腰痛にボルタレンの予測指示が出ています。

· 気温の高い日が徐々に増えて来ています。患者様の衣類が季節に合っているか観察し声を掛けて行きましょう。

＜Ｄｒ安ヶ平担当患者様ケースカンファレンス＞

· 長谷川　陽一様～診察時、退院請求を出したと話されています。精神保健福　　　　　　　　祉センターから連絡があった場合は各部署で連携し対応し　　　　　　　　ましょう。

· 石切　久様～診察時、「死ねと聞こえる。」と幻聴の訴え聞かれています。　　　　　　また、病棟内でも幻聴に左右された行動が見られますので、十　　　　　　分な観察と所在確認を徹底しましょう。また、訴えをうまく言　　　　　　語化出来ない方ですので、スタッフ側から積極的に声を掛け、　　　　　　少しづつでも言語化できるような関わりを持ちましょう。

· 中村　マス様～「外出して、しまむらで買物がしたい」と話されています。　　　　　　　買物の日時が決まった際は、本人様とよく話し合いをもち、　　　　　　　自室の整理整頓を促しながら余分な物は廃棄していただきま　　　　　　　しょう。

· 和田　昌様～診察時「家族が面会に来ても何も話さないで１０分位で帰って　　　　　　しまうのは先生が悪い。文芸春秋に精神科医はでたらめだと書　　　　　　いていた。」と声を荒げる事があり、やや、気分が高揚してい　　　　　　ると医師より指摘を受けています。表情や言動、夜間の睡眠状　　　　　　態を注意して観察しましょう。

· 風穴　チエ様～減薬後より外出や買物についての話し掛け多く、気分が高揚　　　　　　　している様子が伺えます。また、入眠困難や早朝覚醒がみら　　　　　　　れていますので、夜間の睡眠状態に注意しましょう。

· 木村　忠史様～「水道の塩素が体に悪い」と水分摂取を控える傾向にありま　　　　　　　す。適度な水分補給が必要である事を説明していきましょう。

　　　　　　　　また、現在行っているアイスマッサージや嚥下体操について「心臓がギュ―ッとなる」「歯に悪いから」と拒否される事がありますが、十分に必要性を説明し継続して行きましょう。

コルサコフ症候群(健忘症候群)

アルコール精神病 -離脱症状と考えられているアルコールせん妄・アルコール幻覚症状、大量飲酒に伴う栄養障害(ビタミン欠乏症)の結果とみなされるコルサコフ精神病・原因 不明のアルコール性嫉妬妄想などを合わせて、アルコール精神病という名称が用いられて
いる。

後期離脱症状群、別名アルコールせん妄(振戦せん妄)である。お酒をやめて2、3日目に生じ、たいていは3日以内くらいで消失するが、まれに3ヶ月ちかく続くことがある。主な症状は、幻覚(とくに動物幻視が多い)や妄想が著しく、精神運動性興奮をおこす。夜間にひどく、手の振戦がみられる。後日、せん妄状態のときのことはよく覚えていない。
せん妄状態の際には必要な行動抑制、興奮の鎮静をはかるとともに、水分・栄養の補給に気をつけ、心機能の衰弱に注意をはらう。せん妄出現以前に不眠や焦燥感がみられることも多いので、それらに対するケアを十分に行うことが、せん妄の発現を予防し、あるいはその程度をやわらげることに役だつであろう。
この振戦せん妄を繰り返していると、コルサコフ症候群などの重症の脳障害を起こして回復しないことがある。
見当識障害(失見当)・記銘力障害(記憶を定着させる機能)・逆向性健忘(ある特定の時期以前の期間の記憶が失われる)・作話(作り話)を中心とする症候群で、多発性神経炎を伴った慢性のアルコール症(多くはウエルニッケ脳症に続発)、前交通動脈破裂などの脳血管障害、頭部外傷、一酸化炭素中毒などでみられる。記憶障害にとどまらず、思考障害、人格障害、心構えの障害、時・空間構造の秩序障害などの精神病理学的障害が現れる。例えば、コルサコフ症候群の主症状である作話は、患者様が記憶のすき間を埋めるために経験や状況について詳細なもっともらしい話を作り上げるものです。コルサコフ精神病は脳のいくつかの部分の損傷に関係している。また、健忘症候群は慢性で、重篤な内分泌疾患・ビタミン欠乏症においてもみられる。
脳神経障害
①ウエルニッケ脳炎―ビタミンB1の欠乏によって起こる。眼球運動障害、歩行障害意識障害が主な症状。しばしばコルサコフ症候群、多発神経炎を合併する。
②コルサコフ症候群
③アルコール小脳変性症―小脳虫部のプルキンエ細胞などの神経細胞が脱落する。歩行障害で始まることが多く、眼振、筋緊張低下、言語障害、振戦などが認められる。
④多発性神経炎―四肢末端から始まる左右対称性の知覚鈍麻、痛み、しびれ感等が　　　　　　　　　　　　　認められ、進行すると運動障害を伴うようになる。
⑤アルコール痴呆―大脳が萎縮することにより、知能低下、人格障害などをおこす。
進行すると社会生活は不可能になる。
徴候と検査―長期にわたる飲酒歴が重要。神経・筋系の診察により、多発性神経障害　　

(多数の神経系への障害)が明らかになる。反射は減弱しているか、あるいは　強さが異常だったり、異常な反射があったりする。歩行と協調運動の検査により、脳の筋肉の協調をコントロールする部分に障害があることがわかる。筋肉は衰弱し、萎縮(組織量の減少)があることがわかる。目の検査により目の運動の異常が認められる。血圧と体温が低く、脈拍(心拍)が速くなることがある。患者様は悪液(栄養不良)のように見えることがある。
　

頭部MRIでウェルニッケーコルサコフ症候群を思わせるような病変が明らかになることはまれである。
チアミン ( ビタミン B 1) により錯乱、誇妄、視力および目の運害、筋の協調運動といった症状が改善されることがある。ビタミン B 1は静脈注射や筋肉注射で投与されることも、経口的に投与されることもある。チアミンは一般に記憶喪失とコノレサコフ精神病にともなう知的喪失を改善することはない
　脳機能障害の進行および末梢神経への障害を防ぐためには、アルコールを完全に
断つことが必要。バランスの良い滋養に富んだ食事を取ることが必要である。
　

予後と転帰―治療しないと着実に進行して死に至る。治療すれば、協調運動障害や視力
　　　　　障害のような症状はなおることがあり、この疾患の進行を遅らせたり、止める
　　　　　ことができることがある。一部の症状、とくに記憶喪失と知性、認知能力の喪
　　　　　失は永続することがある。知的、認知能力の喪失が高度のときは、保護 が必要
　　　　　なこともある。アルコールの濫用に関連したその他の疾患も存在する事がある。。
合併症―記憶喪失、認知、転倒による怪我、人や社会との交流困難、アルコール離脱状態、アルコール性神経障害、寿命の短縮　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　





















